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令和 2 年版 男女共同参画白書 

～仕事と家庭の調和（ワーク・ライフ・バランス）～ 

「令和２年版男女共同参画白書」が

7 月 31 日に内閣府から発行されまし

た。 

 今年度の白書では、特集として、 

 

1．夫婦共働き世帯の増加 

 共働き世帯は毎年増加しており、令

和元年は、全国で 1,245 万世帯が共働

き世帯となっています。 

 平成29年の夫婦共働き世帯の割合

は、石川県は56.1％で、全国平均の

48.8％を大きく上回っています。 

 全国で最も共働き世帯が多かった都

道府県は、福井県で 60.０％でした。 

 

２．仕事と家庭の労働時間の割合 

OECD(経済協力開発機構)内では、日本

が最も男性の有償労働時間が長く、無

償労働に時間が割けない状況となって

います。 

 その結果、男性に比べ女性が、5.5

倍も家事や育児、介護等の無償労働に

時間を割いています。 

 白書では「男女とも時間的には限界

まで労働してる」としています。 

 

３．仕事がある日の家事時間 

 男女ともに単身世帯は、家事時間に

差がありません。 

結婚後、女性の家事時間は男性の

2.6 倍、子供が生まれると育児時間も

更に増え、男女間の差がさらに広がり

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

〈「家事・育児・介護」と「仕事」のバ

ランス〉が取り上げられていますの

で、その一部をご紹介します。 



  加賀市男女共同参画推進条例 制定 15 年 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年2020年「加賀市男女共同参画

推進条例」が制定されて１５年を迎え

ました！ 

 

男女共同参画社会とは？ 

「すべての人々が互いにその人権を

尊重し、性別にかかわりなく、その個

性と能力を十分に発揮できる社会」の

ことです。 

テレビなどで「ワーク・ライフ・バ

ランス」や「ジェンダー平等」という

言葉を聞いたことがある方もいると思

いますが、そういった取り組みも男女

共同参画社会の実現に向けた取り組み

の一つです。 

 今年の男女共同参画のキャッチフ

レーズ「そっか。いい人生は、いい時

間の使い方なんだ。」も、ワーク・ラ

イフ・バランスについてのフレーズで

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この機会に「男女共同参画」につい

て、家庭や職場内で一度考えてみませ

んか。 

 

加賀市の取組み 

 加賀市では、国や県と連携して啓発活

動を行っており、6月の「男女共同参画

週間」、11月の「女性の暴力をなくす運

動」に合わせて啓発活動を行っています。 

また今年度は中止となりましたが、年

２回程度、独自に男女共同参画に関係す

る講演会を行っています。 

 さらに２年間モデル地区を定めて、

地域の方と男女共同参画に関する課題

解決に取り組んでいます。 

 啓発活動や講演会等は、広報かがや

市ＨＰでお知らせしますので、ぜひご

確認ください。 

 ＤＶに関する相談窓口も設けていま

すので、DVにお悩みの方はご相談くだ

さい。 

 

 

 

編集後記  今年は、コロナウイルスの影響で窮屈な毎日ですね。ストレス解消には運動がオススメです。ウォーキ

ングがオススメですが、家の中でできる運動でも 20 分～30 分体を動かすと気持ちがスッキリします！ 

い・Caｌｌバックナンバーは、市のホームページで掲載しています。  い・Call  🔍 で検索！  

加賀市男女共同参画係  

加賀市男女共同参画推進条例 -前文抜粋-                  平成 17 年 10 月 1 日 

私たちが目指す社会は、すべての人々が互いにその人権を尊重し、性別にかかわりなく、その個性
と能力を十分に発揮できる社会である。 

我が国は、個人の尊重と法の下の平等をうたう日本国憲法の精神に基づき、男女平等の実現に向
けて様々な施策を展開してきた。 

加賀市においても、男女共同参画社会の実現に向けて積極的な取組を進めてきたが、今もなお社
会の様々な分野で、社会的文化的に形成された性別による固定的な役割分担意識やそれに基づく社
会慣行等を背景とする多くの課題が残されており、一層の努力が求められている。 

このような課題に対し、男女が性別にとらわれることなく、その個性と能力を発揮できるようにするた
めには、互いに思いやりの心を持ちつつ、その生き方を尊重し、社会の対等な構成員として、あらゆる
分野で共に参画し、共に責任を分かち合うことのできる環境をつくることが重要である。ここに、加賀市
民が力を合わせ、男女共同参画社会の実現を目指すことを決意し、この条例を制定する 



 

 

 

 

 

 

 


